
山梨県におけるがんの現状について

令和６年１０月９日（水）
山梨県がん対策推進協議会

資料１



がんによる死亡者数は、２００８年ごろまでは増加傾向であったが、その後は毎年２５００人前後で推移している。がんによる死亡は高齢者に多く、
高齢化が進んでいるということを加味して考えると、次項の資料にあるようにがんによる死亡率が低下していることによるものと考えられる。

１．がんによる死亡者数
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出典：厚生労働省人口動態統計
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２．がんによる死亡率
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高齢化の影響を取り除いたがんによる死亡割合を示す指標である「７５歳未満年齢調整死亡率」は、がん対策全体の指標となっており、全国は
毎年着実に低下している。山梨県は、これを常に下回っておりがんにより亡くなる可能性が低い県と言える。人口規模が小さいことから、値にば
らつきがあるものの全体としては低減傾向である。

75歳未満年齢調整死亡率の年次推移の全国との比較(人口10万対)

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（人口動態統計）

108.4 108.3 
106.3 105.6 

104.3 
102.6 

100.3 

97.0 
94.7 94.9 

92.4 
90.0 

88.5 
87.2 

84.4 84.3 
83.1 

81.3 
80.1 79.0 78.0 

76.1 
73.6 

71.6 
70.0 69.6 

67.4 67.4 

102.9 
103.9 

94.6 
92.9 94.9 93.8 

90.9 89.9 89.3 

85.5 86.3 
88.0 

82.6 
82.2 

73.5 

78.2 78.7 

73.8 
72.3 

74.4 
75.8 

67.6 67.8 
66.3 65.6 

59.1 

63.2 
61.3 

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

全国 山梨県



61.3 

56.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

青
森
県

北
海
道

秋
田
県

宮
崎
県

岩
手
県

福
島
県

鳥
取
県

沖
縄
県

和
歌
山
県

高
知
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

栃
木
県

大
阪
府

茨
城
県

新
潟
県

愛
媛
県

宮
城
県

山
口
県

山
形
県

徳
島
県

千
葉
県

島
根
県

富
山
県

埼
玉
県

鹿
児
島
県

熊
本
県

京
都
府

東
京
都

福
井
県

兵
庫
県

静
岡
県

広
島
県

神
奈
川
県

愛
知
県

群
馬
県

石
川
県

岐
阜
県

大
分
県

香
川
県

奈
良
県

三
重
県

岡
山
県

山
梨
県

滋
賀
県

長
野
県

全国 67.4
山梨県
全国 3位

（2021年は8位）

２．がんによる死亡率
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出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（人口動態統計）

都道府県別75歳未満年齢調整死亡率 (2022年)(人口10万対)



２．がんによる死亡率
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がんの種類（部位）別の７５歳未満年齢調整死亡率は、年によってばらつきはあるものの長期的な観点では、胃がんや肝がん、肺がんなどは
減少傾向にあるが、乳がんや大腸がんは上昇傾向となっている。

部位別75歳未満年齢調整死亡率の年次推移(人口10万対)

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（人口動態統計）
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２．がんによる死亡率
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部位別75歳未満年齢調整死亡率の年次推移(人口10万対)

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（人口動態統計）
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３．がんの罹患率
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高齢化の影響を取り除いた、がんに罹る人の割合（年齢調整罹患率）は、がんの予防についての総合的な指標となる。山梨県においては、
統計を取り始めた２００８年以降、各年において全国を下回っている。

年齢調整罹患率の年次推移の全国との比較（上皮内がんを除く）（人口10万対）

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん罹患モニタリング集計（MCIJ））,（全国がん登録）

※ 2015年以前と2016年以降は、届出を行う医療機関の数が異なるため比較できないことに注意。
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３．がんの罹患率
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がんの種類（部位）別の年齢調整罹患率は、女性のみや男性のみを母数にしている乳がんや前立腺がんで高くなっている。胃がんや肝がんは
減少傾向であるように見えるものの、死亡統計に比べてデータ収集期間が短いことから、現時点では長期的な変化については明確ではない。

年齢調整罹患率の部位別の年次推移(上皮内がんを除く)(人口10万対)
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３．がんの罹患率
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年齢調整罹患率の部位別の年次推移(上皮内がんを除く)(人口10万対)
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４．生存率
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部位別５年相対生存率の全国との比較 (％)
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5．がんの発見経緯・進展度
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がんの発見経緯と進展度の全国との比較 (2020年全部位)(％)

出典：全国がん登録 罹患数・率
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6．がん検診受診率・精密検査受診率
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過去１年

胃*1 大腸 肺

全国 (％) 42.1 45.9 49.7

山梨県 (％) 50.2 55.4 62.9

都道府県順位 ４位 ２位 ２位

がん検診受診率 40～69歳，*1胃50～69歳，*2子宮頸部20～69歳

精密検査受診率 （R3年度） 40～74歳，*3胃50～74歳，*4子宮頸部20～74歳

胃*3

大腸 肺 乳房 子宮頸部*4

（エックス線） （内視鏡）

全国（％） 80.7 93.1 71.3 83.2 90.1 77.7

山梨県（％） 80.9 48.3 70.2 83.8 84.1 76.1

都道府県順位 - - - - - -

過去２年

胃*1 乳房 子宮頸部*2

48.4 47.4 43.6

57.0 60.1 50.2

４位 ２位 ３位

出典：R4年度地域保健・健康増進事業報告から山梨県において算出

※都道府県順位については、国立がん研究センターがん情報サービスに都道府県数値が公表され次第掲載予定。

出典：令和4年国民生活基礎調査
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